
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で「
児
童
虐
待
」

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）」「
ス
ト
ー
カ
ー
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
最
近
の
人
権
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
、
十
八
歳
未
満

の
子
ど
も
に
対
し
て
、
親
な
ど
の

養
育
者
が
行
う
虐
待
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
身
体
へ
の
暴
行
だ
け
で

な
く
、
適
切
な
食
事
を
与
え
な
か

っ
た
り
、
言
葉
で
の
脅
か
し
、
無

視
な
ど
を
し
て
子
ど
も
の
心
に
深

い
傷
を
負
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
も

児
童
虐
待
に
含
ま
れ
ま
す
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
＝dom

estic
violence

の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
Ｄ
Ｖ
」
と

も
い
う
）
は
、
直
訳
す
る
と
「
家

庭
内
暴
力
」
で
す
が
、
特
に
夫
婦

や
恋
人
間
の
暴
力
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
言
葉
の
暴
力
や
経
済
的
に

自
由
を
与
え
な
い
、
外
出
の
妨
害

な
ど
も
Ｄ
Ｖ
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
そ
れ
を
見
て
し
ま

っ
た
子
ど
も
も
ま
た
同
じ
よ
う
に

暴
力
を
ふ
る
う
な
ど
悪
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。ス

ト
ー
カ
ー
行
為
と
は
、
つ
き

ま
と
い
な
ど
の
行
為
の
こ
と
で
、

相
手
が
拒
否
し
て
い
る
の
に
交
際

を
求
め
た
り
、
し
つ
こ
く
電
話
を

か
け
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
相
手

が
精
神
的
に
負
担
を
感
じ
た
時
点

で
こ
れ
も
人
権
に
か
か
わ
る
問
題

と
な
り
ま
す
。

人
権
問
題
と
し
て
考
え

よ
う

ど
れ
も
、
こ
れ
ま
で
は
「
し
つ

け
」「
夫
婦
げ
ん
か
」「
個
人
的
な

恋
愛
の
問
題
」
に
過
ぎ
な
い
と
し

て
軽
視
さ
れ
が
ち
で
し
た
。
家
庭

内
や
個
人
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は

人
権
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
家
庭
や
親
し
い
関
係

の
中
に
あ
っ
て
も
私
た
ち
は
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
誰
も
が
幸
せ
に
生
き

る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

権
利
は
た
と
え
親
や
配
偶
者
で
あ

っ
て
も
侵
害
で
き
る
も
の
で
な

い
、
と
最
近
に
な
っ
て
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
現
在
、
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
、

ス
ト
ー
カ
ー
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

人
権
意
識
の
高
ま
り
の
中
で
、

法
律
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等

に
関
す
る
法
律
」「
児
童
虐
待
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
が
昨
年

作
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
４
月
に
は

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」
が
で
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
と
き
は
ご
相
談

をそ
の
よ
う
な
中
で
、
相
談
窓
口

に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
件
数
も
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

柏
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
た

管
内
（
五
市
二
町
）
の
児
童
虐
待

に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
平
成
10

年
度
五
十
一
件
、
平
成
11
年
度
百

三
十
六
件
、
平
成
12
年
度
百
七
十

件
と
こ
の
二
年
間
で
三
倍
以
上
に

も
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
法
務
局
柏
支
局
の
集
計

に
よ
る
と
、
管
内
（
柏
市
、
我
孫

子
市
、
沼
南
町
）
に
お
け
る
平
成

12
年
の
人
権
擁
護
委
員
に
寄
せ
ら

れ
た
相
談
は
百
九
十
一
件
で
し

た
。
そ
の
う
ち
、
人
権
の
侵
害
ま

た
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
も
の
は
三

十
七
件
あ
り
、
平
成
11
年
の
二
十

三
件
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。

家
庭
や
学
校
・
職
場
な
ど
で
、

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
た
、
傷
つ
く
よ

う
な
言
葉
を
言
わ
れ
た
、「
い
や

が
ら
せ
」
を
受
け
た
、
し
つ
こ
く

つ
き
ま
と
わ
れ
た
、
自
分
の
子
ど

も
に
手
を
上
げ
て
し
ま
っ
た
…
。

そ
ん
な
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

と
き
は
た
め
ら
わ
ず
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い

い
の
？

児
童
虐
待
に
つ
い
て
の
相
談

は
、
柏
児
童
相
談
所
（
�
31
│
７

１
７
５
）
か
市
役
所
家
庭
児
童
相

談
室
（
�
67
│
１
１
１
１
）
で
受

け
付
け
ま
す
。
ま
た
虐
待
を
受
け

た
子
ど
も
の
発
見
者
に
は
通
報
義

務
が
あ
り
ま
す
。
も
し
見
か
け
た

ら
す
ぐ
に
前
記
連
絡
先
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
以
外
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
制

度
は
昭
和
24
年
に
発
足
し
、
今
年

で
五
十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
柏

市
に
は
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
八

人
の
人
権
擁
護
委
員
（
別
表
１
）

が
い
ま
す
。
あ
な
た
の
人
権
が
侵

害
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
ら
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
に
も
相
談
窓
口

（
別
表
２
）
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
そ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

人
々
が
お
互
い
に
人
権
を
尊
重

し
あ
い
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き

ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
│
│
。

皆
さ
ん
も
自
分
の
周
り
の
自
己
点

検
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
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市の人口
329,022人

122,660世帯

（13.5.1現在）

主な内容�＊�＊�

児童手当の対象を拡大／
国民年金免除・特例制度�
�
公文書公開と個人情報処
理状況／暮らしのＳＯＳ�
�
特集「インターネットで
広がるぼくらの世界」�
�
情報館（講座・講演、こ
どもの広場ほか）�
�
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�

Ｐ2�
�
�
Ｐ3��

Ｐ4�
～5�
�
Ｐ6�～7�
�
�
Ｐ8

…�
�
�
…�
�
�
…�
�

…��
�
�
…�

柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

�
と　き�
ところ�
�
�
内　容�
�
�
その他�

5月27日�午前8時半～10時（雨天決行）�
各近隣センター、柏駅東口・西口周辺、
柏駅東口ダブルデッキ、南柏駅東口、
手賀沼周辺（柏ふるさと公園）�
路上等に散乱する空き缶・空きびん・
ペットボトル等を収集し、指定された
集積所で分別します�
子ども参加賞として再生紙ノートを差
し上げます　　　�

今年のゴミゼロ運動�
子どもが主役�

クリーン推進課 �67－1139問�

　今年のゴミゼロは子どもたちが主役。開始宣
言やごみの分別、集まったごみの量や参加人数
の報告をしてもらいます。ぜひご家族で参加を。�問�

柏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
�
62
│
３
３
１
５
 

井上　則子�

大島　　信�

亀嶋　芳子�

木村　和俊�

白田　　誠�

内藤　義憲�

平盛　義功�

森井　美知�

64－0325

66－6893

43－7500

67－2578

44－8706

67－3235

31－0415

74－7311

氏　　 名�

■表1　人権擁護委員�

電話番号�

対 象 �
内 容 �
�
任 期 �
謝 礼 �
申し込み�
�
�
�
�
�
�
その他�

市内在住で20歳以上のかた、70人程度 
街頭キャンペーン等への参加、地域の定期的
なパトロール、会議への参加（3回程度）など 
6月～来年5月 
月額5,000円（税込み） 
はがきに「環境美化推進員希望」と明記し、
住所・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・
電話番号・勤務先か学校名を書いて、〒277
─0054南増尾57─1　柏市清掃収集事務所へ、
5月25日�までに郵送する（必着）か電話か
ファクス（76─4537）で※応募者多数の場
合は地域を考慮して選考 
活動時の災害には市民活動災害保険が適用
されます 

環境美化推進員を募集�

清掃収集事務所 �73─5111問�

 

■表２　各種相談窓口�

その他の�
相談窓口�

とき　毎月第1・第3火曜日
午前10時～午後3時（祝日
を除く） 
相談方法　市役所相談室
（第2庁舎3階）へ直接 
　 広報広聴課 �67─
1119

とき　毎週月曜日午前10
時～午後3時（祝日を除く） 
相談方法　千葉地方法務

局柏支局（柏6丁目）へ
直接 
　千葉地方法務局柏
支局  �67─3309

とき　毎週火・木曜
日午前10時～午後4時
（祝日を除く）　 
相談方法　千葉地方法務
局（千葉市）へ電話で（�
043─247─9666） 

とき　毎週月～金曜
日午前10時～午後4時

（祝日を除く） 
相談方法　千葉地方法務
局（千葉市）へ電話で（�
043─247─9922） 

子ども人権相談� 女性の人権ホットライン�

人権身の上相談� 人権相談�

�問� �問�

「
児
童
虐
待
」
「
Ｄ
Ｖ
」
「
ス
ト
ー
カ
ー
」
…
。
今
、
こ
れ
ま
で
の
同
和
・
差

別
な
ど
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
人
権
問
題
が
社
会
の
大
き
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
人
権
」
は
、
憲
法
で
も
保
障
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
私
た

ち
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
上
で
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
し
か
し
人
権
問
題
は

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
日
常
的
に
起
こ
り
う
る
こ
と
な
の
で
す
。
６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
、
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

幸
せ
に
生
き
る
た
め
に

新
た
な
人
権
問
題
を
考
え
る

6月1日は
人権擁護委員の日

家族の笑顔が絶えない社会に



児
童
手
当
の
養
育
者
の
所
得
制

限
限
度
額
が
、
５
月
１
日
申
請
分

か
ら
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
（
別
表
参
照
）。
引
き
上
げ
額

は
、
国
民
年
金
加
入
者
・
未
加
入

者
が
百
三
十
一
万
円
、
厚
生
年
金

等
加
入
者
が
九
十
九
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
児
童
手

当
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
た
も

受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

児
童
手
当
は
、
申
請
を
し
た
月
の

翌
月
か
ら
計
算
さ
れ
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
新
た

に
対
象
と
な
る
か
た
は
、
忘
れ
ず

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
出
生
・
転
入
等
に
よ
り

新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
か
た

も
、
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
児
童
手
当
を
受

け
て
い
る
か
た
に
つ
い
て
は
、
６

月
中
に
「
現
況
届
」（
児
童
手
当

継
続
受
給
審
査
）
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

支
給
対
象

義
務
教
育
就
学
前

の
児
童
（
六
歳
に
な
っ
た
後
、
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）
を
養
育
し

て
い
る
か
た
※
前
年
の
所
得
が
一

定
額
以
上
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん支

給
額
（
月
額
）

第
一
子
＝

五
千
円
・
第
二
子
＝
五
千
円
・
第

三
子
以
降
＝
一
万
円

支
給
月

２
月
・
６
月
・
10
月

（
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
を
支
給
）

申
請
方
法

印
鑑
と
申
請
者
名

義
の
預
金
通
帳（
郵
便
局
を
除
く
）

を
持
っ
て
、
５
月
31
日
（
木
）
ま

で
に
、
児
童
育
成
課
（
市
役
所
第

一
庁
舎
二
階
）
へ
直
接
。
公
務
員

の
か
た
は
、
勤
務
先
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い

1

児
童
育
成
課
�
67
│
１
５
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５

国
民
年
金
は
、
老
後
の
暮
ら
し

や
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
る
経
済

的
な
不
安
を
加
入
者
全
体
で
支
え

合
う
制
度
で
す
。

自
営
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
第

一
号
被
保
険
者
の
か
た
は
、
自
分

自
身
で
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
思
い
が

け
な
い
病
気
や
け
が
、
失
業
、
営

業
不
振
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
、
保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
納

め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
で
は
、
こ
の
よ

う
な
場
合
に
、
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

学
生
の
か
た
に
つ
い
て
も
、
承
認

を
受
け
る
こ
と
で
、
保
険
料
の
納

付
の
必
要
が
な
く
な
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
国
民
年
金
課(
市
役
所
第
二

庁
舎
一
階)

の
窓
口
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

自
営
業
者
等
の
免
除
制
度

免
除
に
は
次
の
二
つ
が
あ
り
ま

す
。【

法
定
免
除
】
①
生
活
保
護
法

に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る

か
た
②
障
害
基
礎
年
金
か
被
用
者

年
金
の
障
害
年
金
（
一
・
二
級
）

受
給
権
者
の
か
た
な
ど
　
　

【
申
請
免
除
】
①
所
得
の
少
な

い
か
た
や
病
気
や
け
が
な
ど
で
経

済
的
に
お
困
り
の
か
た
②
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別

の
理
由
の
あ
る
か
た
な
ど

法
定
免
除
・
申
請
免
除
と
も
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
場
合
、
そ

の
免
除
期
間
は
、
将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
資
格

期
間
（
二
十
五
年
以
上
）
に
算
入

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
免
除
期
間
中
の
年
金
支

給
額
は
、
通
常
ど
お
り
保
険
料
を

納
め
た
場
合
の
三
分
の
一
の
額
が

保
障
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一

定
基
準
以
下
の
場
合
、
親
元
世
帯

の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
年

金
の
窓
口
で
申
請
し
承
認
さ
れ
る

と
、
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

は
納
付
の
必
要
が
な
く
な
り
ま

す
。学

生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

た
か
た
は
、
学
生
納
付
特
例
期
間

中
に
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
で
も
、
受
給
資
格
が
あ

れ
ば
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
を

受
け
取
る
場
合
で
も
、
承
認
後
の

在
学
期
間（
学
生
納
付
特
例
期
間
）

は
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合

は
、
年
金
支
給
額
に
は
計
算
さ
れ

ま
せ
ん
。

免
除
・
学
生
納
付
特
例
と
も
、

免
除
期
間
・
学
生
納
付
特
例
期
間

か
ら
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み

国
民
年
金
課
か
各

出
張
所
へ
直
接
※
申
請
免
除
・
学

生
納
付
特
例
と
も
、
申
請
書
を
窓

口
に
提
出
し
た
月
の
前
月
か
ら
承

認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
月
分
の
保
険
料
か
ら
承
認
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
５
月
31
日

（
木
）
ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い用

意
す
る
物

申
請
免
除
＝
国

民
年
金
手
帳
・
印
鑑
（
代
理
の
か

た
が
申
請
す
る
場
合
だ
け
）、
学

生
納
付
特
例
＝
学
生
証
か
在
学
証

明
書
の
写
し
・
国
民
年
金
手
帳
・

印
鑑
（
代
理
の
か
た
が
申
請
す
る

場
合
だ
け
）

そ
の
他

平
成
12
年
度
に
申
請

免
除
・
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
た
か
た
が
、
今
年
度
も
引
き

続
き
承
認
を
希
望
さ
れ
る
場
合

も
、
あ
ら
た
め
て
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す

1
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課
�
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　7月に、柏市の姉妹都市アメリカ合衆国カリフォルニア州ト
ーランス市から青少年たちが来柏します。市内で受け入れを
していただくホストファミリーを募集します。 

期　　間�
資　　格�
�
�
�
申し込み�
�
そ の 他 �

7月11日�～21日�か7月21日�～31日�のいずれか 
次の要件をすべて満たす家庭�柏市に在住している
�受け入れにかかる費用を負担できる�指定する場
所への送迎ができる�家庭内に日常英会話のできる
かたがいる 
5月25日�までに、国際交流室内柏市国際交流協会
事務局へ電話で※応募者多数の場合は相談 
登録家庭には柏市国際交流協会の会員になっていた
だきます 

～ 身近な国際交流をしませんか ～�

国際交流室内柏市国際交流協会事務局 �67─0941問�

「
子
ど
も
っ
て
、
ど
ん
な
遊
び

が
楽
し
い
ん
だ
ろ
う
」
│
│
。

そ
ん
な
疑
問
を
抱
え
て
い
る
お

母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
た
め
に
、

一
歳
六
カ
月
〜
三
歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
幼
児
と
保
護
者
の
か
た
を
対
象

と
し
た
、
ふ
れ
あ
い
保
育
「
わ
い

わ
い
」
を
始
め
ま
し
た
。

み
ん
な
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
り
し
な
が

ら
、
子
育
て
に
つ
い
て
楽
し
く
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

①
春
の
な
か
よ
し
広
場

保
育
士
と
一
緒
に
、
体
操
・
歌

遊
び
・
お
は
な
し
・
運
動
遊
び
を

し
ま
す
。
身
体
測
定
や
子
育
て
相

談
も
あ
り
ま
す
。

と
き

５
月
22
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
11
時
半

と
こ
ろ

柏
ふ
る
さ
と
公
園

（
雨
天
の
場
合
は
、
市
民
体
育
館
）

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接②
ミ
ニ
な
か
よ
し
広
場

保
育
士
と
一
緒
に
、
手
遊
び
・

紙
芝
居
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な

ど
の
遊
び
を
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
　
６
月
５
日

（
火
）
＝
千
代
田
町
公
園
・
13
日

（
水
）
＝
名
戸
ケ
谷
第
四
公
園
・

21
日
（
木
）
＝
柏
西
口
第
一
公
園

・
29
日
（
金
）
＝
松
葉
第
二
近
隣

公
園
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
半
〜
11
時
半
※
雨
天
中
止

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接③
子
育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
遊
び
の

支
援保

育
士
が
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の

活
動
場
所
へ
行
き
、
遊
び
方
の
指

導
や
お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
を
一
緒

に
行
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

サ
ー
ク
ル
の

活
動
時
間
・
場
所

費
用

無
料

申
し
込
み

実
施
月
の
前
月
１

日
の
午
前
９
時
か
ら
、
豊
住
保
育

園
へ
電
話
で
（
７
月
か
ら
実
施
。

一
日
一
サ
ー
ク
ル
で
月
四
サ
ー
ク

ル
ま
で
）
※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
調
整
の
う
え
決
定
。
初
め
て

の
サ
ー
ク
ル
を
優
先

1
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扶養
人数�

■平成13年度所得制限限度額�

国民年金・年金未加入� 厚生年金等�

※以下1人増すごとに380,000円を加算�

3,090,000円� 4,680,000円�0人�

4,990,000円� 6,580,000円�5人�
4,610,000円� 6,200,000円�4人�
4,230,000円� 5,820,000円�3人�
3,850,000円� 5,440,000円�2人�
3,470,000円� 5,060,000円�1人�

�平成13年5月1日～来年4月30日の申請につい
ては、平成12年中の所得と税法上の扶養人
数で審査します�

�詳しくは「確定申告書（控）」か「源泉徴
収票」を用意してお問い合わせください�

（源泉徴収票の「給与所得控除後の
金額」欄か所得税確定申告書（控）の
「所得金額合計⑩」欄の額）�

（給与以外の所得）�

※（Ａ）≧（Ｂ）の場合は該当しません�
※医療費など、所得から控除できるものも

ありますので、お問い合わせください�

申請者（生計の中心となる者）が
加入している年金の種類�

◎計算例�

総所得金額 …………… 5,800,000円（Ａ）�
所得制限限度額 ……… 5,820,000円（Ｂ）�

給与所得 ……………… 5,800,000円�

不動産等所得 ……………… 5,000円�

医療費等の控除 …………… 5,000円�

厚生年金に加入している�
サラリーマンの世帯の場合�

夫が妻と子ども2人を扶養している4人家
族（税法上の扶養人数が3人）で、ほかの
控除（医療費など）はないものとします�

（Ａ）＜（Ｂ）なので、該当します。
児童育成課で手続きしてください�

芹沢芹沢E介の作品と身辺の品々Ⅱ介の作品と身辺の品々Ⅱ�

と　き　5月27日�～9月23日�午前9時半～午後5時（入館は午後4時半まで）�
　　　　※月曜日を除く。5月21日�～26日�は展示替えのため休館�
入館料　一般310円、高校生・大学生150円、小・中学生100円※70歳以上と障�
　　　　害者のかたは無料�
交　通　徒歩＝柏駅西口から15分�
　　　　バス＝柏駅西口から東武バス「若柴循環」で「呼塚交差点」下車、�
　　　　徒歩1分�
　　　　駐車場＝国道16号の「柏保健所入口」信号を入る�

市立砂川美術工芸館 �64─6413問�

市立砂川美術工芸館５周年記念市立砂川美術工芸館５周年記念�

　日々の暮らしの中で、各国の染色品・陶磁器・木工・金工・書籍・玩具
などを広範囲にわたって収集した芹沢C介は、これらをモチーフにして、
そこから感じたもの・得たものを豊かに膨らませ、屏風（びょうぶ）「古
玩具群」・絵本「張子いろいろ」などの魅力的な作品を創り出しました。
今回は、その作品と題材となった人形や工芸品を併せて紹介します。�

みのけら図二曲屏風�

申
請
は
忘
れ
ず
に

児
童
手
当
の
対
象
を
拡
大

5／31まで保
育
士
が
出
向
き
ま
す

「
わ
い
わ
い
」
を
開
始

みんなで一緒に楽しく遊びます

免
除
制
度
と
学
生
の
特
例
制
度

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

国民年金

ふ
れ
あ
い

保

育



◆
公
文
書
の
開
示
制
度

公
文
書
開
示
制
度
は
、「
柏
市

情
報
公
開
条
例
」（
注
）
に
基
づ

き
、
皆
さ
ん
の
請
求
に
応
じ
て
市

が
保
有
し
て
い
る
公
文
書
を
原
則

と
し
て
開
示
す
る
仕
組
み
で
す
。

開
示
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
年
度

ご
と
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
度
の
開
示
請
求
は
、

五
十
三
件
で
し
た
（
別
表
１
）。

開
示
請
求
に
対
す
る
決
定
等
の
状

況
は
、
別
表
２
の
と
お
り
で
す
。

公
文
書
の
開
示
率
は
、
八
六
・

〇
％
で
し
た
。

ま
た
、
不
開
示
決
定
に
対
す
る

請
求
者
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
が

三
件
あ
り
、
決
定
の
適
否
に
つ
い

て
、
柏
市
情
報
公
開
審
査
会
で
審

査
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
11
年
度

に
申
し
立
て
の
あ
っ
た
一
件
に
つ

い
て
は
、審
査
会
の
答
申
を
受
け
、

「
一
部
認
容
」
の
決
定
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

◆
審
議
会
な
ど
の
会
議
の
公
開

情
報
公
開
条
例
で
は
、
市
の
情

報
を
で
き
る
だ
け
公
開
し
て
い
く

た
め
に
、
公
文
書
開
示
制
度
の
ほ

か
、
審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
や

外
郭
団
体
の
情
報
公
開
な
ど
、
市

の
情
報
公
開
に
つ
い
て
定
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
今
回
か

ら
、
付
属
機
関
な
ど
の
会
議
の
公

開
状
況
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
12
年
度
の
公
開
・
非
公
開

の
状
況
は
、
別
表
３
の
と
お
り
で

す
。
非
公
開
の
会
議
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
の
理
由
に
よ
る
介
護

認
定
審
査
会
（
百
十
三
件
）
な
ど

で
す
。

◆
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
に
よ

る
個
人
情
報
保
護
制
度

こ
の
制
度
は
、
市
が
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
処
理
す
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
個
人
情
報
を
、
適
正
に
管
理

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
実
施
状
況
に
つ
い

て
は
、「
柏
市
電
子
計
算
機
処
理

に
係
る
個
人
情
報
保
護
条
例
」
に

基
づ
い
て
、
毎
年
度
、
公
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
度
中
に
、
個
人
情
報

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
し
た
業

務
の
数
は
、
別
表
４
の
と
お
り
で

す
。
ま
た
、
個
人
情
報
に
つ
い
て

の
開
示
・
訂
正
・
削
除
の
請
求
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
注

柏
市
情
報
公
開
条
例
＝

「
柏
市
公
文
書
公
開
条
例
」
を
全

面
的
に
改
正
し
、
昨
年
10
月
に
施

行
さ
れ
た
条
例
。
市
の
持
っ
て
い

る
情
報
を
よ
り
積
極
的
に
公
開
す

る
仕
組
み
を
定
め
た
も
の

1

公
文
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＝
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�

67
│
１
１
１
２
、
付
属
機
関
な
ど

の
会
議
の
公
開
・
個
人
情
報
の
保

護
＝
事
務
管
理
課
�
67
│
１
１
１

８

広報�③ 第１１４５号 平成１３年（２００１年）５月１５日

〜
市
民
の
相
談
か
ら
・
そ
の
２
〜�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
や
要
望
で
、
多
く
寄
せ
ら

れ
る
も
の
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ.

空
き
地
の
草
は
誰
が
刈
る
の
？

近
所
の
空
き
地
の
草
が
伸
び
て
困
っ

て
い
ま
す
。
草
刈
り
は
だ
れ
が
す
る
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ.

土
地
の
管
理
は
所
有
者
の
責
任
で

す
〈
環
境
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
〉

土
地
の
持
ち
主
が
そ
こ
に
住
ん
で
い

な
く
て
も
、
管
理
す
る
責
任
は
持
ち
主

に
あ
り
ま
す
。
住
宅
地
な
ど
の
近
く
で

空
き
地
の
雑
草
が
伸
び
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
場
合
、
環
境
サ
ー
ビ
ス

事
務
所
（
�
31
│
５
５
０
９
）
に
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
所
有
者
あ
て
に
草

刈
り
を
依
頼
す
る
通
知
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
（
山
林
や
田
畑
を
除
く
）。

ま
た
、
所
有
す
る
土
地
の
草
刈
り
を

誰
に
依
頼
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

と
き
も
、
同
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
市
と
提
携
し
て
い
る
業
者
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。

Ｑ.

ヘ
ビ
が
出
た
！
　
ハ
チ
が
い
る
！
　

ど
う
す
れ
ば
い
い
？

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
庭
に
ヘ
ビ
が

出
た
り
、
軒
先
に
ハ
チ
が
巣
を
作
っ
た

り
…
。
駆
除
は
市
で
や
っ
て
く
れ
ま
す

か
。

Ａ.

民
間
業
者
の
組
合
が
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
〈
環
境
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
〉

市
で
は
ヘ
ビ
や
ハ
チ
な
ど
の
駆
除
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
最
初
の
質
問
と
同

様
に
、
土
地
や
建
物
は
、
持
ち
主
や
管

理
者
が
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
の
た
め
、
駆
除
も
持
ち
主
に

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

駆
除
業
者
に
つ
い
て
市
に
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
と
き
は
、
�
千
葉
県
害
虫

防
除
相
談
所
（
�
０
４
３
│
２
６
６
│

６
４
１
７
）
�
千
葉
県
害
虫
防
除
協
同

組
合
（
�
０
４
３
│
２
２
１
│
０
０
６

４
）
へ
の
相
談
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
民
間
業
者
が
組
織
し
て
い

る
団
体
で
、
公
共
団
体
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
駆
除
の
費
用
の
ほ
か
、
出
張
料
な

ど
が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
ヘ
ビ
に
つ
い
て
は
�
で
は
取

り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。

6 月 7 日�午前10時
から�
保健センター�
平成13年4月1日現
在、市内在住の80
歳以上で、自分の
歯が20本以上ある
かた（かぶせた歯
・さし歯も含む）�

と　き 
 
ところ 
対　象 

6月1日�までに、健康推進課へ電話で�◎申し込み 

市内在住・在勤・在学のかた（作文
は20歳以上）�
歯科疾患の予防に関する標語と作文�
標語ははがき1 枚につき1つを書き、
作文は400字詰め原稿用紙 5 枚以内
（縦書きで、題名をつける）にまと
め、住所・氏名・年齢・性別・職業
・電話番号を書いて、〒277－0004柏
下73　柏歯科医師会事務所へ、6 月 1
日�までに郵送で（当日消印有効）�

対　象 
 
内　容 
申し込み 

8020運動・普及標語と作文を募集�高齢者健歯コンクール�

と　き 
 
ところ 
対　象 

6 月 7 日�午後
3 時から�
勤労会館�
平成12年 4 月
～13年 3 月に 3
歳児健康診査
を受診した幼
児とその母親�

と　き 
 
ところ 
対　象 
 
内　容 
 
費　用 

5月28日�午後2時
～ 4 時�
松葉近隣センター�
市内在住のかた、
25人�
黒松と五葉松の緑
摘みを学びます�
500円�

と　き 
 
ところ 
対　象 
 
内　容 
 
費　用 

5月30日�午後2時
～ 4 時�
勤労会館�
市内在住のかた、
20人�
バラやハーブで香り
のリースを作ります�
2,000円�

母と子のよい歯の�
　コンクール�

　「80歳で20本の歯を保とう」を目標とした8020（ハチマルニイ
マル）運動の一環として、標語・作文の募集と、歯のコンクール
を行います。いずれも最優秀者は6月17日�に行われる口腔（こ
うくう）衛生大会で表彰されます。奮ってご応募ください。�

◎申し込み�　�
往復はがきに、希望するテーマ名と住所・氏名・年
齢・電話番号と返信面のあて先を書いて、〒277－
0001呼塚新田204－2　柏市みどりの基金へ、5 月18日
�までに郵送で（当日消印有効）※応募者多数の場
合は抽選。結果は 5 月21日�に全員に通知します�

花と緑の教室�
�松の緑摘みの仕方 �ナチュラル素材で作る 

　ドライリース 

健康推進課 �64─3333問� 柏歯科医師会事務所 �63─5260問� 柏市みどりの基金 �60─3120問�

大切大切にしてますかにしてますか�大切にしてますか�

実施機関�件数� 主 な 内 容 �

前市長の病状、職務遂行能力等ならびに給料および手当の支払いに関する文書�

庁舎玄関損壊および事務室内放火事件に関する文書�
住民訴訟の訴訟代理人に対する委託料および委任に関する文書�
広報かしわの印刷に係る仕様書�
市長への手紙およびそれに対する回答�

消防ポンプ自動車に係る入札結果報告書および仕様書�
向原町会に係る行政連絡業務交付金の支払いに関する文書�
町会長および自治会長の名簿�
はいかい者探索システムに係る助成事業協定書および企画提案書�
庁舎玄関損壊および事務室内放火事件に関する文書�
保育園の職員および園児の食中毒等の検査に関する委託契約書�
保育園の園児の事故報告書�
介護保険介護給付費等請求額通知書�
公設市場に係る営業報告書�
供給処理施設に係る都市計画の手引き�
光ケ丘団地の建て替えに関する台帳�
開発行為および宅地造成に係る工事の許可等に関する文書�
柏市都市計画審議会の会議資料�
建築確認申請書�
不動産鑑定評価書および請け書�

北部整備事業に係る確認書および釈明書�
道路台帳、道路線網図等の整備事業委託契約の仕様書�
水路の管理台帳�

市議会への請願の審議に関する文書�
教育委員会の会議資料�
学校医および学校歯科医の名簿�
中学校給食の業務委託に関する文書�

（仮称）柏市立中央図書館建設予備調査報告書（案）�
福田村事件に関する文書�

不動産鑑定評価書および請け書�

救急出場報告書および傷病者搬送証�
火災現場記録写真�

秘書課�

総務部�

企画部�

財政部�

市民生活部�

保健福祉部�

経済部�

都市計画部�

都市緑政部�

北部整備部�

土木部�

下水道部�
教育委員会�

総務課�

水道部�

学校教育部�

生涯学習部�

消防長�

合計�

消防本部�

市 長 � 40

2

1

3

2
1
1
1
2

1

1
1
1

1
1

2
1
1
1
1
1
2
1
1
2

1

4
1
1
1
9
2
1
1
1

2

1
1

1
水道事業管理者�1

3
1
2
53

■表1 　開示請求等の状況� （件）�

柏市行財政改革懇話会および柏市行政改革推進委員会の会議録�
広報かしわおよび柏市議会報の見積り合わせ結果記載表ならびに柏
市議会報の仕様書�

職員厚生組合、職員研修、人事管理、事務補助員等に係る負担金補
助、交付金等に関する文書�

柏北部東地区一体型特定土地区画整理事業に係る事業計画書（案）
および施行規程（案）�

学校給食職員ならびに幼稚園児および小・中学生の食中毒等の検査
に関する業務委託契約書�

前市長および現市長の出張、来客等および住宅・都市整備公団との
打ち合わせに関する文書�

ノルマルヘキサン抽出物質を除外する施設を設置する事業所の名称等に関する文書�

■表2　決定の状況�

区分�

件数�

決 定 区 分 �

開 示� 部分開示�
不開示�

（うち不存在）�

取り�
下げ�

計�

18
40
220

72
5

143

19 9（3）� 7 53
会議を開催した付属機関等�

開催回数（延べ数）�

公　　開�

一部公開�

非 公 開 �

（平成12年10月1日～13年3月31日）�

開示率�
（開示＋部分開示）�

（開示＋部分開示＋不開示－不存在）�
×100

（件）�

（件）�（件）� ■表4　個人情報処理業務の状況�

実施機関名 業 務 開始届出 廃止届出 変更届出�

市 長 72 ３ １ １�
教育委員会 13 １ ０ ０�
選挙管理委員会 １ ０ ０ ０�
農業委員会 １ ０ ０ ０�
水道事業管理者 ４ ０ ０ ０�
合 計 91 ４ １ １�

■表3　付属機関等の会議�
　　　 公開状況�

実施状況を公表

公文書開示と個人情報
平成12年度

今
年
度
か
ら
始
ま
る
第
二
次

「
柏
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
計

画
は
、
今
後
十
五
年
間
に
、
柏
市

が
目
指
す
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
施

策
な
ど
を
示
し
た
も
の
で
す
。

女
性
の
社
会
的
地
位
を
向
上
し

た
り
、
男
女
の
不
平
等
を
解
消
し

た
り
す
る
た
め
に
、
�
人
権
�
教

育
・
学
習
�
家
庭
・
地
域
�
就
労

�
社
会
参
画
�
推
進
体
制
の
各
部

門
に
つ
い
て
、
前
期
五
年
間
の
十

四
の
目
標
と
具
体
的
な
施
策
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

は
が
き
に
、
愛
称

名
一
点
と
そ
の
理
由
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８

５
０
５
　
柏
市
男
女
共
同
参
画
室

へ
、
５
月
22
日
（
火
）
ま
で
に
郵

送
で
（
必
着
）
※
採
用
分
に
つ
い

て
は
記
念
品
を
贈
呈

1

男
女
共
同
参
画
室
�
67
│
１

１
２
７

男
女
共
同
参
画
の
推
進
計
画

愛
称
を
募
集
し
ま
す
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地域が支えるネットワーク・ＫＩＵ

インターネットで広がる�インターネットで広がる�
ぼくらの世界

人と人の間に…

◆ぼくらの「お助けマン」
インターネットのモデル地域と

いうほかに、柏にはもう一つの大
きな特徴があります。

柏市には「柏インターネットユ
ニオン（ＫＩＵ）」という麗澤大
学を母体とするＮＰＯ団体（特定
非営利活動法人）があります。Ｋ
ＩＵは、コンピューターの知識や
技術を持つ大学の先生や学生が、
それを生かして学校などのインタ
ーネットの接続などに貢献するこ
とを目的に作られたものです。

インターネットができるように
配線をしたり、それらがトラブル
を起こしたときの対処など、技術
的な支援を行っています。

例えば、学校でコンピューター
のトラブルが起きても、すぐに原

因を調べて助けてくれる、まさに
「お助けマン」のような存在なの
です。
◆心もケーブルも一つに

ＫＩＵの代表的な活動の一つ
に、「ネットデイ」があります。

「ネットデイ」とは、学校のあち
こちでインターネットが使えるよ
うに、地域のボランティアがネッ
トワークの配線工事を行うもので
す。

昨年は、富勢中・高田小・富勢
西小・松葉二小・光ケ丘小でネッ
トデイが行われました。松葉一
小・光ケ丘小では、全教室からイ
ンターネットへの接続ができるよ
うになり、光ケ丘小では、ＫＩＵ
の会員の学生が配線図を設計し、
配線工事などもほとんどが学生の

手によって行われま
した。学生自身も、
慣れない配線工事に
四苦八苦しながら、
自分たちの手で物を
作る喜びを体験でき
たと言います。

また、工事はボラ
ンティアで行われる
ため、あまり費用が
かからず、財政面で
も大きな支援になっています。

子どもたちが快適・安全にイン
ターネットを利用できるのは、市
内の小・中学校のネットワークを
支える重要な柱・ＫＩＵという柏
にしかない地域の協力があるから
なのです。

◆インターネットの波
学校は今、「インターネット」という全く新

しい「道具」によって大きく変わろうとしてい
ます。いくつかの授業を見ていると、子どもが
自分から学び、自分で世界を広げていく、そん
な場面が増えてきたようです。

今回紹介した学校は、文部科学省の指定を受
け、ちょっと進んだシステムを持つ学校です。
しかし、ほかの学校にも少しずつインターネッ
トの波は押し寄せています。

今年度、新たに5校が「次世代ＩＴを活用し
た未来型教育研究開発事業」のモデル校の指定
を受け、光ファイバーでネットワークが結ばれ
るようになります。また10月には、中学校8校
で校内ＬＡＮが整備され、各教室にコンピュー
ター2台、プロジェクター1台が置かれます。

校内ＬＡＮの整備は継続的に続けられ、モデ
ル校の試みは、ほかの学校でも生かされていく
こととなるでしょう。

◆夢に向かって…
ノートや教科書の代わりにコンピューターが

並ぶ－－。その光景に無機質さを感じるかたも
少なくないかも知れません。

しかし、インターネットを活用している学校
では、違うクラス・違う年令・違う学校・違う
地域・違う国の人たちと直接話ができる、自分
が考えたこと・思ったことを、学校・地域・日
本中・世界中に発信できることに喜ぶ子どもた
ちがいます。そして、それをきっかけに、「外
国語を勉強したい」「そこへ行ってみたい」「自
分や自分の国のことをもっと知りたい」と思い、
自分で夢に向かって進む子どもも増えていま
す。それは、コンピューターが並ぶようになっ
たこと以上に大きな変化ではないでしょうか。

子どもたちがたどる網の先にいるたくさんの
『人』。今、インターネットは人と人とをつなぐ
道具として、学校、そして子どもたちを変えよ
うとしているようです。

見て見て！ぼくたち私たちのホームページ

土
中
の
一
年
三
組
の
生
徒
た
ち

は
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
が
送
っ

て
く
れ
た
メ
ー
ル
を
緊
張
し
た
面

持
ち
で
見
て
い
ま
す
。
入
学
し
て

間
も
な
い
の
で
英
語
は
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
注
）
の

レ
グ
ナ
ー
先
生
が
英
語
を
読
み
上

げ
、
田
中
先
生
が
日
本
語
で
説
明

し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
の
内
容
は
、

以
前
、
土
中
か
ら
ア
メ
リ
カ
な
ど

の
学
校
に
送
っ
た
日
本
の
卒
業
式

の
写
真
を
見
て
の
感
想
の
よ
う
で

す
。「

今
度
は
、
入
学
式
の
写
真
に

み
ん
な
の
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
ア

メ
リ
カ
へ
送
り
ま
す
。

今
日
は
そ
の
練
習
で
す
。
今
、
レ

グ
ナ
ー
先
生
が
皆
さ
ん
に
、
メ
ー

ル
を
送
っ
た
の
で
、
見
て
み
ま
し

ょ
う
」。
生
徒
が
モ
ニ
タ
ー
を
の
ぞ

い
て
み
る
と
、
ロ
ー
マ
字
で
書
か

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
現
れ
ま
し
た
。

「
レ
グ
ナ
ー
先
生
に
返
事
を
出

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ロ
ー
マ
字
で

入
学
式
の
感
想
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い
」

「
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
」「
中

学
生
に
な
っ
た
の
で
、
が
ん
ば
ら

な
く
ち
ゃ
、
と
思
い
ま
し
た
」
な

ど
な
ど
、
思
い
思
い
に
入
学
式
の

感
想
が
打
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

早
く
打
ち
終
わ
っ
た
子
は
、
学

校
あ
て
に
来
た
メ
ー
ル
を
開
け
て

み
た
り
し
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
来
た
電
子
メ
ー
ル
は
、

日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
生
徒
が

書
い
た
の
で
、
日
本
語
を
ロ
ー
マ

字
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

ま
だ
英
語
を
ほ
と
ん
ど
習
っ
て
い

な
い
一
年
生
で
も
読
め
る
の
で
す
。

中
に
は
、「kinki-kids

wo
sit-

tem
asuka?

（
キ
ン
キ
キ
ッ

ズ
を
知
っ
て
ま
す
か
？
）」

な
ん
て
い
う
の
も
あ
り
ま

す
。「
電
子
メ
ー
ル
は
初
め

て
」「
メ
ー
ル
は
難
し
い
な
あ
」
と

戸
惑
っ
た
様
子
の
子
た
ち
も
、
外

国
か
ら
来
た
メ
ー
ル
に
は
興
味

津
々
。
画
面
を
食
い
入
る
よ
う
に

見
な
が
ら
読
み
上
げ
る
子
や
、
友

だ
ち
と
の
ぞ
き
あ
う
子
で
、
急
に

教
室
は
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

「
今
日
は
教
室
の
中
だ
け
で
や

り
と
り
し
ま
し
た
が
、
レ
グ
ナ
ー

先
生
が
ア
メ
リ
カ
に
い
て
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
え
ば
ど
こ
で
も
メ
ー
ル

で
お
話
し
が
で
き
ま
す
。
来
週
は
、

み
ん
な
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
よ
い

よ
外
国
の
友
だ
ち
へ
送
り
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
田
中
先
生
の
言
葉
に
、

ま
す
ま
す
興
味
が
出
て
き
た
よ
う

で
す
。
休
み
時
間
も
、「
次
の
授
業

が
始
ま
る
よ
」
と
い
わ
れ
る
ま
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
前
か
ら
離
れ

な
い
子
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。た

と
え
教
室
の
中
で
も
、
世
界

中
の
人
と
話
が
で
き
る
こ
と
を
身

を
も
っ
て
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
。

「『
送
信
』
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
、
世
界
中
に
友
だ
ち
が
で
き
る
。

そ
の
体
験
が
、『
英
語
を
勉
強
し
た

い
』『
自
分
の
住
む
地
域
や
国
を
知

ら
な
き
ゃ
』
と
い
う
気
持
ち
へ
と

つ
な
が
る
よ
う
で
す
。
メ
ー
ル
を

く
れ
た
人
に
会
っ
て
み
た
い
、
海

外
へ
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
子
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
よ
」
と
田
中
先

生
。「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
徒
か

ら
『
馬
を
十
頭
飼
っ
て
い
る
よ
』

と
い
う
メ
ー
ル
を
も
ら
っ
て
、
生

徒
た
ち
が
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今
、
実
際
に
そ
こ
に

住
む
人
と
話
す
こ
と
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
い
う
国
の
広
さ
を
実

感
し
た
わ
け
で
す
」。

テ
レ
ビ
や
本
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
「
生
」
の
情
報
が
、
子
ど
も

た
ち
の
目
を
世
界
に
向
け
る
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

※
注
…Assistantlanguage

teacher

の
略
。
外
国
人
の
語
学

の
先
生
。
中
学
校
で
は
、
各
学
校

に
英
語
圏
出
身
の
先
生
が
い
る

学校がつながる・広がる
◆22校がモデル校に

中学生がテレビ中継のように、画面を通じてグ
アムの学生に折り紙を教える－－そんなことが、市
内の学校で行われているのをご存じですか？

市内の小・中学校は、現在、すべての学校がイ
ンターネットに接続されています。そのうちの22
校は、「先進的教育用ネットワークモデル地域事業」

（20校・全国で1,050校）と「マルチメディア活用
学校間連携推進事業」（2校・全国で600校）とい
う国の事業のモデル校となっています。市内で行
うこの事業を、柏ではそれぞれ「のぞみプロジェ
クト」、「やまびこプロジェクト」と呼んでいます。

モデル校には、ＣＡＴＶネットワークという高
速でインターネットができる回線が引かれていま
す。たくさんのコンピューターを一斉に使っても、
速く、快適にインターネットにつなげるので、イ
ンターネットやネットワークを使って、どんな教
育ができるかを研究しているのです。

◆開かれる学校
モデル校では、どんなことが行われているので

しょうか。その一つが、グアムの学生とのテレビ
会議です。今まで交流といえば、互いを訪問した
り、手紙をやりとりしたりするものでした。しか
しインターネットなら、クラスのみんなが教室で、
直接相手と話をすることができるのです。

各学校では、テレビ会議のほかにも行事をお知
らせするホームページを開くなどの試みが行わ
れています。中原小学校では、入学式の
生中継も行われ、忙しくて参加できな
いお父さん・お母さんも、ホームペー
ジの中継により職場から我が子の姿を見
ることができました。

インターネットによって、子どもたちが
情報を自在に使いこなせる力を身に付ける
のと同時に、家族や地域の人が学校で起き
ていることを知ることができるようにもなる
のです。

インターネットの光と影
◆時間と空間を越えて

インターネットを使うことで、教室だけで
はできなかったさまざまな試みが行われてい
ます。例えば中原小と富勢西小では、テレビ
画面を通じて林間学校の感想を話し合ったり
しました。こんなことは、電話や手紙ではで
きなかったことです。たくさんの子どもがお
互いを訪問したら、お金や時間もかかります。
インターネットを使えば、知らない人と時間
も空間も超えて「今」、「お互いの顔を見なが
ら」出会い、触れ合うことができるのです。
◆有害情報はストップ

インターネットを使うことは、いいことば
かりではありません。ホームページの中には、
子どもに有益なものもあれば、暴力的な表現
など、有害な情報を与えるものもあります。
このような情報から子どもを守るために、そ
ういったホームページには教室のコンピュー

ターから接続できないようになっています。
◆「人」と付き合うマナーを

「『○○君はいじわるです』自分のことを
こんなふうに電子メールに書かれたら、みん
なはどう思いますか？」子どもたちが電子メ
ールを使うとき、こんな授業が行われます。
インターネットは自分の名前などを明かさな
くても利用できるため、人のことを中傷した
りするホームページなどが公開され、流れて
いるのも事実です。

しかしこうした情報を子どもがむやみに信
じたり、逆に発信元になったりするのは防が
なくてはなりません。そのため学校では、子
どもと一緒に考えながら、加害者にも被害者
にもならないための学習を行っています。

子どもたちは画面の向こうには人がいると
いうことを意識し、人と対話する上でのマナ
ーを学んでいるのです。

「
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
あ
」
と

マ
ウ
ス
を
上
手
に
ク
リ
ッ
ク
し
な

が
ら
、
ヒ
マ
ワ
リ
や
魚
な
ど
、
好

き
な
デ
ザ
イ
ン
を
選
ん
で
い
る
の

は
、
二
年
生
の
子
ど
も
た
ち
。

今
は
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の

時
間
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
、
自

分
を
紹
介
す
る
た
め
の
名
刺
を
作

っ
て
い
ま
す
。
一
年
生
の
「
学
校

探
検
」
で
校
内
の
案
内
役
を
す
る

と
き
に
、
一
年
生
に
渡
す
の
で
す
。

キ
ー
ボ
ー
ド
は
ま
だ
両
手
で
は

使
え
な
い
け
れ
ど
、
大
人
と
同
じ

よ
う
に
、
自
分
の
名
前
や
学
年
、

ク
ラ
ス
を
入
れ
ま
す
。「
一
年
生
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
書
い
て
ね
」
と

佐
和
先
生
が
言
う
と
、「
い
っ
し
ょ

に
あ
そ
ぼ
う
ね
」「
サ
ッ
カ
ー
が
す

き
な
の
で
、
い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う

ね
」
な
ど
、
す
ぐ
に
い
ろ
い
ろ
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
り
ま
し
た
。

さ
あ
、
い
よ
い
よ
印
刷
。
み
ん

な
自
分
が
作
っ
た
名
刺
が
プ
リ
ン

タ
ー
か
ら
出
て
く
る
の
を
、
そ
わ

そ
わ
し
な
が
ら
待
っ
て
い
ま
す
。

「
や
っ
た
ー
、
出
て
き
た
ゾ
」。
待

ち
き
れ
ず
プ
リ
ン
タ
ー
の
前
で
出

来
上
が
り
を
確
認
す
る
子
も
い
ま

す
。
自
分
の
名
刺
を
見
て
、
満
足

す
る
子
、
友
だ
ち
の
を
見
て
、
ち

ょ
っ
と
う
ら
や
ま
し
そ
う
な
子
…
。

名
前
の
横
の
丸
い
囲
み
に
、
自

分
の
似
顔
絵
を
色
鉛
筆
で
か
い
て
、

自
分
だ
け
の
名
刺
の
出
来
上
が
り

で
す
。
最
後
は
、
一
人
ず
つ
先
生

に
渡
し
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
も
、
も

っ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」「
今
日
は
楽
し

か
っ
た
で
す
」
と
い
い
な
が
ら
、

み
ん
な
両
手
で
き
ち
ん
と
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」
は
、
昨

年
度
か
ら
、
旭
東
小
の
全
学
年
で

行
わ
れ
て
い
る
科
目
で
す
。
こ
の

授
業
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

基
本
的
な
使
い
方
を
学
ん
で
い
ま

す
。
普
段
の
授
業
や
生
活
の
中
で

何
か
を
す
る
と
き
の
道
具
と
し
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
そ
の
も
の
を
目
的
に
し
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
何
か
調
べ

る
と
き
、
人
の
意
見
を
聞
く
と
き

で
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
こ
だ

わ
ら
ず
そ
れ
ら
を
行
う
た
め
の
一

つ
の
手
段
と
し
て
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
」
と
佐
和
先
生
。

旭
東
小
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学

校
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
つ
な

ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入
る
た
め
の

個
別
の
権
利
＝
「
ア
カ
ウ
ン
ト
」

を
、
一
人
ひ
と
り
持
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
違
う
学
年
や
ク
ラ
ス
の

子
、
先
生
と
も
そ
れ
ぞ
れ
メ
ー
ル

を
個
別
に
や
り
と
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

子
ど
も
の
ア
イ
デ
ア
で
、
自
分

の
ク
ラ
ス
以
外
の
子
の
意
見
を
聞

く
た
め
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使

っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。
メ
ー
ル
ア
カ
ウ

ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
こ

と
で
、
校
内
で
の
活
用
が
ず
っ
と

進
ん
で
、
交
流
手
段
の
一
つ
と
し

て
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
わ
な
い

で
直
接
会
う
こ
と
も
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
使
わ
な
い
で
名
刺
を
作

る
こ
と
も
で
き
る
し
、
そ
の
ほ
う

が
大
切
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、
そ
れ
ら
を
使
う
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
人
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
が
も
っ
と
増
え
た
り
、
交
流

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
こ
と
を
体
験
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
時
々

の
目
的
に
合
っ
た
方
法
を
う
ま
く

選
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
勉
強
を

し
て
い
る
の
で
す
。

外国にいる人と
話ができる
－土中学校－

中原小学校
http://www.nakahara-e.kashiwa.ed.jp/

学校が目指す目標や先生が受ける研修など
職員室や校長室からの情報を詳しく掲載して
います。子どもが自分で調べるためのリンク
集や行事の写真も充実。

旭東小学校
http://www.asahie-e.kashiwa.ed.jp/

学校で起きたことや行事を、毎日写真で掲
載。昨年の6年生の作品「世界の博覧会」や

「MARUMIEザワールド」なども掲載してい
ます。今日の給食も見られます。

土中学校
http://www.tsuchi-j.kashiwa.ed.jp/

最初のページで何が載っているかを一覧で
きるように工夫されています。行事だけでな
く、地域の古い写真や柏の芸術家の作品など
も掲載されています。

　皆さんの身の回りで、パソコンはどのように使われていますか？仕事で毎
日使っている人、家で家計簿をつけたり友だちと電子メールをやりとりした
りしている人…４月から始まったＩＴ講習で初めて触れる人もいることでし
ょう。小・中学校でも、パソコンで絵をかいたり、作文を書いたりする授業
が行われています。しかし最近、その授業の様子もまた、インターネットに
よって、さらに変わり始めているようです。大人の世界でも身近になりつつ
あるインターネットですが、子どもたちは、電子の世界の「網」をどんなふ
うに渡って、どんなふうに自分の世界を広げているのでしょうか　　。�

　皆さんの身の回りで、パソコンはどのように使われていますか？仕事で毎
日使っている人、家で家計簿をつけたり友だちと電子メールをやりとりした
りしている人…４月から始まったＩＴ講習で初めて触れる人もいることでし
ょう。小・中学校でも、パソコンで絵をかいたり、作文を書いたりする授業
が行われています。しかし最近、その授業の様子もまた、インターネットに
よって、さらに変わり始めているようです。大人の世界でも身近になりつつ
あるインターネットですが、子どもたちは、電子の世界の「網」をどんなふ
うに渡って、どんなふうに自分の世界を広げているのでしょうか　　。�

みんなをつなぐ
赤い糸？
－旭東小学校－

「
先
生
、
磐
梯
山
の
標
高
っ
て

何
メ
ー
ト
ル
？
」「
そ
れ
を
調
べ
る

の
が
今
日
の
勉
強
だ
よ
」。

来
年
５
月
に
会
津
若
松
へ
体
験

学
習
に
行
く
五
年
生
は
、
自
分
た

ち
が
行
く
場
所
の
歴
史
や
自
然
な

ど
、
自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
調
べ

て
い
ま
す
。
白
虎
隊
や
鶴
ケ
城
な

ど
の
歴
史
、
食
べ
物
や
山
に
咲
く

花
…
。
色
鮮
や
か
な
絵
や
写
真
な

ど
が
、
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画

面
か
ら
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
本
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
め
く
る
よ
う
に
、
画
面

を
マ
ウ
ス
で
ク
リ
ッ
ク
。
気
に
入

っ
た
絵
や
写
真
、
解
説
文
を
自
分

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
は
り
つ
け

て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
は
、
ま
る

で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
切
り
抜
い
て
、

自
分
の
ノ
ー
ト
に
は
っ
て
い
る
か

の
よ
う
で
す
。
そ
こ
に
自
分
の
感

想
を
キ
ー
ボ
ー
ド
で
書
き
込
み
、

一
つ
の
レ
ポ
ー
ト
に
す
る
の
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
三
年
生
の

こ
ろ
か
ら
使
っ
て
い
る
し
、
授
業

の
と
き
以
外
に
も
自
由
に
使
っ
て

い
る
か
ら
、
キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ
ウ

ス
操
作
も
お
手
の
も
の
。

「
○
○
君
が
作
っ
て
い
る
の
を

見
て
み
よ
う
」。
小
池
先
生
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
（
注
）
を
使
っ
て
一

人
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画
面
を
映

し
出
し
ま
し
た
。「
全
体
に
流
れ
が

あ
っ
て
分
か
り
や
す
い
よ
ね
。
こ

ん
な
ふ
う
に
ほ
か
の
人
に
見
せ
て

も
分
か
る
よ
う
に
し
よ
う
」。

子
ど
も
た
ち
は
、「
こ
ん
な
色
を

使
っ
た
ら
見
え
に
く
い
か
な
あ
」

「
感
想
を
会
話
み
た
い
に
し
て
み
た

よ
」
と
、
さ
っ
そ
く
自
分
な
り
に

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル

を
立
体
的
に
し
た
り
、
地
図
を
は

り
つ
け
た
り
…
。
内
容
や
レ
イ
ア

ウ
ト
に
も
個
性
が
出
ま
す
。

調
べ
学
習
は
、
出
発
の
と
き
に

一
人
ひ
と
り
が
目
的
を
は
っ
き
り

と
持
っ
て
行
け
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
ら
れ
ま
す
。

「
先
生
、
磐
梯
山
の
標
高
、
見

つ
か
ら
な
い
よ
ー
」
と
先
程
の
子

が
困
っ
た
様
子
。
た
く
さ
ん
の
情

報
の
中
か
ら
目
的
の
も
の
を
見
つ

け
る
に
は
、
コ
ツ
も
い
る
し
、
本

な
ど
を
調
べ
た
ほ
う
が
速
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

は
、
目
的
を
調
べ
出
す
ま
で
に
も

そ
れ
以
外
の
た
く
さ
ん
の
情
報
を

手
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を

経
験
し
な
が
ら
、
ど
う
や
っ
た
ら

う
ま
く
使
え
る
の
か
を
、
身
を
持

っ
て
体
験
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

※
注
…
ス
ラ
イ
ド
や
パ
ソ
コ
ン

の
画
面
な
ど
を
大
き
な
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
す
機
械

いろんなことが
調べられるよ
－中原小学校－



危
険
物
取
扱
者
の
保
安

講
習
会

と
き
・
対
象

７
月
５
日（
木
）、

午
前
＝
給
油
取
扱
所
で
危
険
物
の

取
り
扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る

か
た
、
午
後
＝
給
油
取
扱
所
以
外

で
危
険
物
の
取
り
扱
い
に
従
事
し

て
い
る
か
た
と
希
望
者

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

受
講
料

四
千
七
百
円

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

消
防
本
部
予
防
課
�
33
│
８

７
９
２

企
画
運
営
委
員
を
募
集

と
き

�
市
民
カ
レ
ッ
ジ
＝
５

月
〜
８
月
（
企
画
）、
９
月
〜
11

月
の
土
曜
日
の
う
ち
八
回
程
度

（
運
営
）
�
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
＝
５
月
〜
10
月
（
企
画
）、

10
月
20
日
（
土
）
・
21
日
（
日
）

（
運
営
）
※
活
動
日
・
時
間
は
応

募
者
が
決
定

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
ほ
か

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

公
民
館
講
座
な
ど
に
興
味
の
あ
る

か
た
、
各
十
人
程
度

内
容

�
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
の
企
画
・

運
営
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
�
＝
公

民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
企
画
・

運
営
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

申
し
込
み

５
月
16
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館
へ

電
話
か
直
接
※
選
考
で
決
定
。
結

果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す

1

中
央
公
民
館
�
64
│
１
８
１

１「
新
成
人
の
つ
ど
い
」

実
行
委
員
を
募
集

対
象

十
八
〜
三
十
歳
ぐ
ら
い

の
か
た
、
若
干
名

活
動
日

土
曜
日
の
夜
間
と
来

年
１
月
13
日（
日
）・
14
日（
月
）、

計
十
回
程
度

内
容

来
年
の
「
新
成
人
の
つ

ど
い
」
の
企
画
・
運
営
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）

申
し
込
み

５
月
15
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
生
涯
学
習
推
進

課
へ
電
話
で
※
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

1

生
涯
学
習
推
進
課
�
64
│
１

８
１
１

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

と
き

６
月
３
日
（
日
）
〜
７

日
（
木
）
午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
と
こ
ろ

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
市
役
所
第
一
庁
舎
四
階
）

登
録
の
対
象

昭
和
56
年
６
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、

平
成
13
年
３
月
１
日
ま
で
に
柏
市

に
転
入
届
を
し
、
６
月
１
日
現
在

も
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
か
た

縦
覧
の
対
象

今
回
新
た
に

「
柏
市
永
久
選
挙
人
名
簿
」
に
登

録
さ
れ
る
か
た

1

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�

67
│
１
０
９
２

水
道
週
間
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
の
入
選
作
品
を
展

示と
き

６
月
１
日
（
金
）
〜
７

日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

と
こ
ろ

市
役
所
第
二
庁
舎
一

階
ロ
ビ
ー

そ
の
他

６
月
１
日
（
金
）
に

房
総
の
地
下
水
の
缶
詰
め
を
配
布

1

水
道
部
庶
務
課
�
66
│
２
１

９
１能

力
開
発
・
職
業
支
援

相
談
を
開
始

柏
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
は
、
県
立

高
等
技
術
専
門
校
と
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
千
葉
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

職
業
訓
練
の
案
内
と
就
業
に
関
す

る
相
談
を
開
始
し
ま
し
た
。
公
共

職
業
安
定
所
へ
出
か
け
る
前
の
事

前
相
談
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
求
人
情
報
の
提
供
も
行
い

ま
す
。
柏
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
（
末
広

町
）
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

1
柏
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
�
46
│
０

８
８
０

成
人
健
康
診
査
の
指
定

医
療
機
関
の
追
加

次
の
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き

ま
す
。

対
象
の
医
療
機
関

香
取
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
南
柏
一
丁
目
一
│

二
・
�
40
│
０
７
２
２
）

受
診
科
目

基
本
健
康
診
査
・

女
性
の
健
康
診
査

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
市
税
納
税
相
談

と
き

５
月
19
日
（
土
）
・
20

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

収
納
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
二
階
）、
増
尾
・
光
ケ
丘

・
南
部
・
松
葉
・
豊
四
季
台
の
各

近
隣
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
物

納
税
通
知
書
・

印
鑑

1

収
納
課
�
67
│
１
１
２
２

家
族
介
護
者
を
観
劇
・

旅
行
に
招
待

と
き

９
月
上
旬
〜
11
月
上
旬

対
象

ね
た
き
り
の
高
齢
者
か

障
害
者
の
か
た
を
、
常
時
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
家
族
の
か
た
、
十

五
人
（
過
去
五
年
間
に
参
加
し
た

か
た
を
除
く
）

内
容

キ
リ
ン
福
祉
財
団
が
、

日
帰
り
の
観
劇
か
一
泊
旅
行
に
ご

招
待
し
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

は
が
き
に
「
家
族

介
護
者
に
対
す
る
招
待
希
望
」
と

明
記
し
、
日
帰
り
観
劇
か
一
泊
旅

行
の
希
望
と
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
介
護
期
間
を
書

い
て
、
〒
２
７
７
│
０
０
０
５
柏

五
丁
目
一
一
│
八
　
柏
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
、
５
月
22
日
（
火
）

ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
介
護
期
間
の

長
い
か
た
を
優
先

1

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
�
63

│
９
０
０
１

広報� 平成１３年（２００１年）５月１５日 第１１４５号 �

■永楽台児童センターの催し� 永楽台児童センター（永楽台近隣センター内）�63－4050問�

■豊四季台婦人児童センターの催し� 豊四季台婦人児童センター �44－5363問�

無料 小麦粉で粘土を作って遊
びます 

無料 

無料 5月29日�午後3
時半～4時20分 

人形劇「はなたれこぞう
さま」など 

体を使って親子で遊びま
す 

5月30日�午前10
時半～11時半 

6月1日�午前
10時～10時40
分 

6月1日�午前
11時～11時40
分 

1歳6カ月～2
歳 児 と 保 護
者、先着15組 

2歳以上の幼
児と保護者、
先着15組 

幼児～小学生、
先着200人 

2歳以上の幼児と
保護者、先着50組 

5月23日�午前10時
から、電話か直接 

5月16日�午後2時
から、電話か直接 

当日、会場へ直接 

150円 

5月17日�午前10時
から、電話か直接 

障害のある人もない人もキャン
プを楽しみます（雨天は室内） 

幼児の集い・
リズムにのっ
て親子でゴー�

おはなし会�

幼児の集い・小麦
粉粘土で遊ぼう�

小学生以上、
先着50人 

釜のめしクラブ・
デイ・キャンプ�

5月20日�午前
10時～午後2時 

幼児と保護者、
先着100人 

人形劇「ノンタンぶらんこ
のせて」など 

6月1日�午前10
時半～11時半 

5月26日�午前
10時～正午 

無料 

150円 
 

無料 

無料 

5月23日�午前
10時半～11時半 

自分で作った柏もちで抹茶
を飲みます 

5月25日�午前
10時半～11時半 

3 歳 児 と 保 護
者、先着30組 

体育道具を使って親子で遊
びます 

小学生以上、
先着25人 

親子で運動遊びをします 
 

1 歳 児 と 保 護
者、先着25組 

無料 

5月19日�午後 2 時
から、電話で 

当日、会場へ直接 
 
5月20日�午前10時
から、電話で 

乳幼児と保護
者、先着15組 

絵本の読み聞かせ・紙芝居 

5月17日�午前10時
から、電話で 

5月16日�午前10時
から、電話で 

お母さんとス
キンシップ�

親子体操�
�

6月9日�午前10
時半～11時半 

作って食べよ
う�

おはなしの部
屋�

おはなし会�

※会場と申し込みは豊四季台婦人児童センター。車での来場はご遠慮を 
 

※会場と申し込みは永楽台児童センター。車での来場はご遠慮を 

イベント名� と　　き� 対　　象� 内　　　容� 費用� 申し込み�

イベント名� と　　き� 対　　象� 内　　　容� 費用� 申し込み�

6月28日� 

6月29日� 

6月30日� 

保
健
セ
ン
タ
ー 

市内在住で20歳以上 
の女性、先着100人 
市内在住で20歳以上 
の女性、先着200人 
市内在住で20歳以上 
の女性、先着200人 

〈親子で骨のカルシウム貯金！〉 
 強い骨を作るために、ダイエットと骨量の関係についてほか 
〈丈夫な骨で生涯元気！〉 
更年期と骨量について、骨の老化予防について、転倒・寝た 
きり予防についてほか 

と　き� ところ� 対　　象� 内　　　　　　　　容�

　毎日の暮らしの中でできる骨粗しょう症を予防するための講座を開催します。受講者のうち、希望するか 
たは、7月2日�～8月31日�に市内の指定医療機関で骨量測定が受けられます。 

骨粗しょう症の原因、検査、
治療について、骨粗しょう症
予防の運動、食事について 

費　　用�
申し込み�
�
�

無料（骨量測定を希望するかたは1,000円。骨量測定は治療中・経過観察中のかたを除く） 
はがきに、住所・氏名・年齢（生年月日）・電話番号・受講希望日と骨量測定希望の有無を書いて、 
〒277─8512　健康管理センター内健康推進課へ、6月1日�までに郵送で（必着）。受講者には案内を 
送付します 
 

〈共通内容〉 
午前10時～正午 

午後 1 時半～4 時 

午後 1 時半～4 時 

健康推進課 �64─3333問�

骨粗しょう症予防教室�

清掃収集事務所 �73─5111問�

ごみ収集車体験乗車�
と き �
対 象 �
�
内 容 �
�
費 用 �
申し込み�

6月7日�午前7時45分集合 
市内在住・在勤で16～60歳の健
康なかた、10人程度 
ごみ収集車の体験乗車と清掃工
場などのごみ処理施設の見学 
無料 
はがきに住所・氏名・年齢・性
別・職業・電話番号を書いて、
〒277─0054南増尾57─1　柏市
清掃収集事務所へ、5月25日�
までに郵送（必着）か電話で※
応募者多数の場合は抽選 

お
知
ら
せ
�

軽自動車税全期  

納期限は5月31日� 

 問�収納課 �67─1122

※納税通知書は5月14日に発送していま
　す。口座振替・自動払い込みのかた
　は預貯金残高にご注意ください 



か
た
く
り
学
級

と
き

５
月
30
日
〜
７
月
18
日

の
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
八
回
）
※
一
部
変
更
あ
り

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で
六

十
歳
以
上
の
か
た
、
先
着
五
十
人

内
容

介
護
問
題
、
身
近
な
法

律
相
談
、
館
外
学
習
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

５
月
16
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館
へ

電
話
か
直
接

1

中
央
公
民
館
�
64
│
１
８
１

１
は
じ
め
て
の
英
会
話
講

座と
き

６
月
４
日
〜
８
月
６
日

の
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
十
回
）

と
こ
ろ

柏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
（
柏
三
丁
目
）

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
か
た
、
二
十
人

内
容

日
本
人
講
師
に
よ
る
初

心
者
向
け
の
英
会
話

費
用

三
千
円

申
し
込
み

は
が
き
に
「
は
じ

め
て
の
英
会
話
講
座
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│

８
５
０
５
　
柏
市
役
所
国
際
交
流

室
内
柏
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

へ
、
５
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
郵

送
で
（
必
着
）
※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

1

国
際
交
流
室
内
柏
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
�
67
│
０
９
４
１

家
庭
教
育
学
級
（
中
学

生
ク
ラ
ス
）

と
き

６
月
７
日
〜
７
月
12
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
六
回
）

と
こ
ろ

高
田
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

中
学
生
を
持
つ
保
護

者
、
先
着
二
十
五
人

内
容

中
学
生
と
環
境
、
父
親

の
出
番
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

５
月
16
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
高
田
近
隣
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

高
田
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
44
│

９
２
９
２

ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
食
事

学と
き

６
月
４
日
〜
18
日
の
毎

週
月
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
０
時

半
と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、
先

着
三
十
人

内
容

生
活
習
慣
病
予
防
の
食

生
活
の
講
義
、
カ
ル
シ
ウ
ム
ア
ッ

プ
食
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
ダ
ウ
ン

食
の
調
理
実
習

費
用

調
理
実
習
一
回
に
つ
き

六
百
円

申
し
込
み

５
月
16
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課
へ

電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
子
育
て
講
演
会

と
き

５
月
31
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

定
員

先
着
四
十
人

内
容

ゆ
う
び
小
さ
な
学
園
代

表
・
内
堀
照
夫
氏
に
よ
る
講
演

「
子
ど
も
の
自
立
・
自
律
に
果
た

す
家
族
・
家
庭
の
役
割
」

費
用

無
料

申
し
込
み

５
月
16
日
（
水
）

午
前
11
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

不
登
校
を
考
え
る
親
の

集
い

と
き

５
月
25
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

不
登
校
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
の
か
た
、
先
着
二
十
人

（
子
ど
も
連
れ
も
可
）

内
容

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
よ
る
講
義
　
　
　

費
用

無
料

申
し
込
み

５
月
16
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ク
ッ
キ

ン
グ

と
き

６
月
８
日
（
金
）
午
前

10
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

妊
婦
の
か
た
と
家
族

内
容

家
族
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
調
理
実
習

費
用

六
百
円（
調
理
実
習
費
）

用
意
す
る
物

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
米
半
カ
ッ
プ
、
母
子
健

康
手
帳

申
し
込
み

健
康
推
進
課
へ
電

話
で

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
も
ぐ
も
ぐ
・
か
み
か
み

教
室
（
離
乳
食
教
室
）

と
き

６
月
１
日
（
金
）
午
後

１
時
半
〜
３
時

と
こ
ろ

西
原
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

一
歳
三
カ
月
ぐ
ら
い
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、
希
望

者
内
容

離
乳
食
の
作
り
方
、
乳

幼
児
栄
養
相
談
な
ど

費
用

無
料

用
意
す
る
物

母
子
健
康
手

帳
、
ス
プ
ー
ン
、
皿

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
柏
陵
高
校
開
放
講
座
・

中
級
者
の
川
柳
教
室

と
き

６
月
16
日
〜
９
月
１
日

の
土
曜
日
の
う
ち
十
一
回
、
午
後

１
時
半
〜
４
時
半

と
こ
ろ

県
立
柏
陵
高
校
（
逆

井
）対

象

経
験
者
、
先
着
三
十
人

費
用
　
五
千
円
（
教
材
費
）

申
し
込
み

は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０
０
４

２
逆
井
四
四
四
│
一
　
柏
陵
高
校

開
放
講
座
係
へ
郵
送
で

1

県
立
柏
陵
高
校
�
74
│
８
５

５
１

柏
市
芸
能
鑑
賞
会

部
門
・
と
き

�
民
謡
民
踊
の

部
＝
５
月
26
日
（
土
）
午
前
９
時

半
か
ら
、
�
邦
楽
の
部
＝
５
月
27

日
（
日
）
午
前
10
時
半
か
ら
、
�

洋
楽
（
器
楽
・
声
楽
）
の
部
＝
６

月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
半
か
ら

と
こ
ろ

�
・
�
＝
市
民
文
化

会
館
、
�
＝
ア
ミ
ュ
ゼ
柏

入
場
料

無
料

1

文
化
課
�
67
│
１
４
９
４

名
人
戦
大
盤
解
説
会

と
き

５
月
19
日
（
土
）、
６

月
１
日
（
金
）
・
12
日
（
火
）
・

22
日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
※
勝

敗
に
よ
っ
て
中
止
も
あ
り

と
こ
ろ

ス
タ
ジ
オ
Ｗ
Ｕ
Ｕ

（
柏
一
丁
目
）

入
場
料

無
料

1

柏
将
棋
セ
ン
タ
ー
�
63
│
３

３
３
５

ア
サ
ヒ
飲
料
お
客
様
感

謝
デ
ー

と
き

５
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ

ア
サ
ヒ
飲
料
柏
工
場

（
根
戸
新
田
）

入
場
料

無
料

1

ア
サ
ヒ
飲
料
柏
工
場
�
32
│

２
１
０
１

柏
中
学
校
施
設
利
用
・

親
子
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

と
き

５
月
26
日
（
土
）
と
６

月
〜
来
年
３
月
の
第
二
土
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午
（
８
月
を
除
く
、

９
月
は
第
四
土
曜
日
、
計
十
回
）

と
こ
ろ

柏
中
学
校

対
象

小
学
一
〜
四
年
生
と
保

護
者
、
先
着
三
十
組

内
容

工
作
・
自
然
観
察
な
ど

費
用

一
回
五
百
円（
材
料
費
）

申
し
込
み

５
月
16
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館
へ

電
話
か
直
接

1

中
央
公
民
館
�
64
│
１
８
１

１
千
葉
大
学
子
ど
も
開
放

プ
ラ
ン
「
君
に
も
作
れ

る
果
物
・
野
菜
・
花
」

と
き

６
月
９
日
・
23
日
、
７

月
14
日
、
９
月
８
日
、
10
月
13
日

の
各
土
曜
日
（
計
五
回
）

と
こ
ろ

千
葉
大
学
園
芸
学
部

付
属
農
場
（
柏
の
葉
六
丁
目
）

対
象

小
学
四
〜
六
年
生
と
保

護
者
、
二
十
組

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

千
葉
大
学
園
芸
学
部
農
場
総

務
係
�
34
│
８
４
０
１

広報��

六
十
歳
か
ら
の
こ
だ
ま
カ
ラ
オ

ケ
発
表
会

６
／
２
の
10
時
〜
16

時
、
県
民
プ
ラ
ザ
。
プ
ロ
の
歌
と

ダ
ン
ス
の
シ
ョ
ー
あ
り
。
無
料
。

長
谷
川
�
32
│
３
２
０
４

押
し
花
サ
ー
ク
ル
・
作
品
展

５
／
16
〜
26
の
９
時
〜
17
時
、
柏

の
葉
公
園
緑
の
相
談
所
ギ
ャ
ラ
リ

ー
。
無
料
。
山
田
�
55
│
１
６
３

１
柏
市
美
容
体
操
連
盟
・
市
民
大

会

５
／
30
の
９
時
半
〜
11
時

半
、
市
民
体
育
館
。
無
料
。
田
代

�
46
│
７
６
３
１

富
士
讃
歌
フ
リ
ー
ク
・
富
士
山

写
真
展

５
／
29
の
12
時
〜
６
／

６
の
17
時
、
県
民
プ
ラ
ザ
。
無
料
。

伊
藤
�
43
│
５
０
８
０

柏
市
民
吹
奏
楽
団
演
奏
会
　
６

／
10
の
14
時
〜
16
時
、
市
民
文
化

会
館
。
四
百
円
（
小
学
生
以
下
は

無
料
）。
西
宮
�
66
│
４
７
５
２

全
国
一
斉
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

会

５
／
20
の
９
時
半
、
柏
の
葉

公
園
周
辺
（
さ
く
ら
の
広
場
集

合
）。
四
百
円
（
小
学
生
は
三
百

円
）。
松
戸
�
33
│
５
０
７
９

お
は
な
し
の
へ
や
・
春
の
お
は

な
し
会

５
／
26
の
14
時
〜
16

時
、
新
田
原
近
セ
。
お
は
な
し
と

読
み
聞
か
せ
。
無
料
。
鍋
田
�
64

│
８
８
３
６

こ
ん
ぶ
く
ろ
池
を
考
え
る
会
・

森
の
コ
ン
サ
ー
ト

５
／
20
の
13

時
、
こ
ん
ぶ
く
ろ
池
。
ハ
ー
モ
ニ

カ
等
に
よ
る
演
奏
。
雨
天
中
止
。

無
料
。
竹
尾
�
31
│
８
８
７
５

や
ま
と
ラ
ン
カ
・
ト
ー
ク
バ
ト

ル

５
／
19
の
10
時
半
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。「
こ
こ
が
変
だ
よ
日
本
人
」

出
演
者
の
ト
ー
ク
バ
ト
ル
。
九
百

九
十
円
。
小
菅
�
40
│
１
８
１
７

中
国
人
聯
誼
会
・
中
国
映
画
観

賞
会

５
／
20
の
13
時
〜
17
時
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。「
我
的
父
親
母
親
」、

「
一
個
也
不
能
少
」
を
上
映
。
五

百
円
。
成
�
34
│
２
３
６
６

手
結
び
着
付
け

月
三
回
�
10

時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。2

千
円
、3

千
円
。
所
有
の
物
で
も
可
。
鯉
渕

�
44
│
７
１
６
６

卓
球
「
わ
か
ば
会
」

毎
�
18

時
＝
豊
四
季
中
、
毎
�
11
時
＝
柏

二
小
。2

千
円
、3

千
円
。
鶴
原

�
48
│
１
７
４
４
（
19
時
以
降
）

ペ
ン
習
字
「
五
葉
会
」

第
二

・
四
�
10
時
、
新
田
原
近
セ
。
初

心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

千
円
。

山
桐
�
67
│
６
２
２
２

舞
舞
フ
リ
ー
社
交
ダ
ン
ス
の
会

第
一
・
三
�
14
時
、ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

一
回
六
百
円
。
田
中
�
０
７
０
│

５
７
２
６
│
０
６
５
６

文
章
を
楽
し
く
書
く
会

第
一

・
三
�
10
時
、
中
公
。
文
章
の
基

本
か
ら
。3

千
五
百
円
。
澤
木
�

74
│
４
７
３
０

社
交
ダ
ン
ス
「
マ
イ
ダ
ン
ス
同

好
会
」

月
三
回
�
13
時
、
ア
ミ

ュ
ゼ
柏
。
初
心
者
。2

千
円
、
一

回
五
百
円
。
中
村
�
66
│
３
６
３

２
ウ
ク
レ
レ
サ
ー
ク
ル
「
ザ
・
サ

ウ
ス
」

月
四
回
�
12
時
半
、
高

田
近
セ
。
第
一
・
三
は
入
門
者
、

第
二
・
四
は
経
験
者
。3

二
千
五

百
円
。
木
村
�
46
│
４
７
８
３

ロ
イ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ス

毎
�

９
時
半
、
中
公
。
五
十
歳
以
上
の

女
性
。
ス
ト
レ
ッ
チ
と
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
。2

千
円
、3

二
千
円
。
岸

野
�
66
│
２
６
３
８

茶
道
表
千
家
「
照
り
葉
の
会
」

第
一
・
三
�
９
時
、
藤
心
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

五
百
円
、3

三

千
円
。
中
塚
�
76
│
２
８
５
６

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
「
コ
ッ
ペ

リ
ア
」

毎
�
15
時
15
分
、
柏
ビ

レ
ジ
近
セ
。
幼
児
〜
成
人
。2

四

千
円
、3

四
千
円
。
豊
田
�
32
│

３
４
３
９

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い

催
し
・
講
習
会

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

「
日
本
ガ
ー
デ
ィ
ア

ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
」

パ
ト
ロ
ー
ル
メ
ン
バ
ー

を
募
集

対
象

十
六
歳
以
上
の
か
た

内
容

犯
罪
防
止
の
た
め
に
柏

の
街
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す

費
用

入
会
金
千
円
と
年
会
費

三
千
円
が
か
か
り
ま
す
（
ベ
レ
ー

帽
代
、
保
険
料
等
）

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
　

1

日
本
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン

ジ
ェ
ル
ス
�
０
３
│
３
４
２
３
│

３
３
０
０

講
座
･
講
演
�

時
間
外
保
育
士
と
代
替

時
間
外
保
育
士

対
象

五
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
か
た
で
時
間
外
保
育
士
は
二

人
、
代
替
時
間
外
保
育
士
は
一
人

勤
務
場
所

若
葉
保
育
園

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

７
時
〜
９
時
半
と
午
後
４
時
半
〜

７
時
、
土
曜
日
午
前
７
時
〜
８
時

半
と
正
午
〜
午
後
７
時（
交
代
制
、

代
替
は
時
間
内
で
園
の
都
合
に
よ

る
）賃

金
（
時
給
）

有
資
格
者
＝

九
百
十
円
、
無
資
格
者
＝
八
百
七

十
円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
と
印
鑑
・
資
格
証
明
書
の
写

し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を
持
っ
て
、

５
月
22
日
（
火
）
ま
で
に
、
若
葉

保
育
園
へ
直
接

1

若
葉
保
育
園
�
67
│
７
６
５

５
市
立
柏
病
院
の
薬
剤
師

対
象

薬
剤
師
の
資
格
を
持
つ

四
十
五
歳
以
下
の
か
た
、
若
干
名

勤
務
時
間

相
談
に
よ
る

勤
務
場
所

柏
市
立
柏
病
院

賃
金
（
時
給
）

柏
市
医
療
公

社
の
規
定
に
よ
り
、
経
験
に
応
じ

て
決
定
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
〒
２
７
７
│
０
８
２
５
布

施
一
│
三
　
柏
市
立
柏
病
院
へ
、

５
月
22
日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
す

る
（
必
着
）
か
持
参
を

選
考
方
法

書
類
審
査
、
面
接

1

市
立
柏
病
院
�
34
│
２
０
０

０

産
休
代
替
生
活
・
作
業

指
導
員

対
象

保
育
士
・
社
会
福
祉
士

等
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
か
、
福

祉
系
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
を

卒
業
し
た
か
た
、
一
人

勤
務
場
所

知
的
障
害
者
通
所

授
産
施
設
「
朋
生
園
」

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時

賃
金
（
時
給
）

九
百
十
円
※

交
通
費
は
別
途
支
給

勤
務
内
容

園
生
の
生
活
・
作

業
指
導
等

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
〒
２
７
７
│
０
０
８
５
中

原
一
八
一
六
│
六
　
朋
生
園
へ
、

５
月
22
日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）

1

朋
生
園
�
63
│
６
６
１
２

求
 
人

催
 
し
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ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
赤
い
ベ
レ
ー
帽

と
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
そ
し
て
白
い
Ｔ
シ
ャ

ツ
で
街
を
パ
ト
ロ
ー
ル
。
犯
罪
の
な
い

地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
繁
華
街
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
災
害
時
の
出
動
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
日
本
ガ

ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
に
、
４

月
27
日
、
県
内
で
初
め
て
と
な
る
柏
パ

ト
ロ
ー
ル
チ
ー
ム
の
設
立
準
備
室
が
発

足
し
た
。
そ
の
発
起
人
の
一
人
が
八
木

さ
ん
だ
。

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

は
、
一
九
七
九
年
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
に

創
立
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、

日
本
で
は
九
六
年
に
組
織
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
あ
る
。

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
と

の
出
会
い
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
ん

で
い
た
一
九
九
〇
年
の
こ
と
。
現
地
在

住
の
日
本
人
と
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
い
た
と
き
に
、
犯
罪

に
備
え
ガ
ー
ド
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

と
き
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
知
り
合
い

に
な
っ
た
こ
と
が
か
か
わ
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
阪
神
大

震
災
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
発
生
し

た
た
め
、日
本
で
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

組
織
化
に
携
わ
っ
て
き
た
。

柏
に
パ
ト
ロ
ー
ル
チ
ー
ム
を
発
足
さ

せ
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
柏
駅
前
で
ひ

っ
た
く
り
や
恐
喝
・
落
書
き
な
ど
を
目

の
当
た
り
に
し
た
と
き
だ
。
他
人
が
困

っ
て
い
て
も
誰
も
知
ら
ん
ぷ
り
。「
こ

ん
な
社
会
じ
ゃ
い
か
ん
」
と
本
気
で
怒

る
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
の
感
情
が

む
く
む
く
と
沸
き
起
こ
り
、
す
ぐ
に
商

店
街
の
か
た
に
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

一
見
、
取
っ
付
き
に
く
そ
う
だ
が
、
熱

い
語
り
口
に
終
始
圧
倒
さ
れ
な
が
ら

も
、
次
第
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

普
段
は
、
柏
や
松
戸
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
飲
食
業
を
営
ん
で
お
り
、
日
本
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
年
に
四
・
五
回
は
往

復
す
る
。
柏
で
商
売
を
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
地
元
へ
の
愛
着
は
人
一
倍
強

い
。
危
険
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
見
返

り
の
な
い
活
動
に
邁
（
ま
い
）
進
す
る

の
は
、
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
や
非
行
か

ら
守
り
た
い
一
心
と
、
地
元
を
想
う
気

持
ち
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

制
服
を
着
る
と
�
ピ
リ
ッ
と
す
る
�

と
い
う
八
木
さ
ん
。「
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
し
な
い
」
を
合
言
葉
に
パ
ト
ロ
ー
ル

す
る
姿
に
、
真
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
見
た
。

銚
子
市
出
身
。
五
十
七
歳
。

柏パトロールチームの設立発起人
や ぎ　　　 ひろ ずみ

No.354

合言葉は見て見ぬふりをしない

�
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八木　宏純さん

開館5周年記念特別展開催中

「芹沢7介の作品と身辺の品々」
※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �64-6413

芹沢が身辺に置いていた李朝の品々を
描いたもので、李朝文具図の影響を受け
ていると思われます。

グリーンフェア＆芝桜まつり

♪夏も近づく八十八夜……。毎年恒例となって
いる田中中学校の茶摘みは、45年間続いている
行事です。今年も5月2日に、花野井や大青田・
船戸など、市内の16カ所で行われました。5月に
もかかわらず寒い陽気でしたが、生徒たちは、
口々に「どんな味にできるか楽しみ」「給食に出
るお茶のマドレーヌが大好き」などと話しなが
ら、3時間、一生懸命手を動かしていました。

４
月
28
日
、
増
尾
城
址
（
し
）
総
合
公
園
の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
午

後
に
は
若
者
や
家
族
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
十
サ
イ

ト
が
す
べ
て
満
席
に
。
緑
に
囲
ま
れ
た
公
園
で
、

さ
わ
や
か
な
風
が
心
地
よ
く
通
り
過
ぎ
る
中
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
て
、
み
ん

な
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
な
お
、
ご
利
用
の
問

い
合
わ
せ
は
、
公
園
緑
政
課
�
67
│
１
１
４
８
へ
。

今
年
は
207
キ
ロ
を
収
穫

田
中
中
の
生
徒
が
茶
摘
み

バーベキューサイトがオープン

李朝の器物二曲屏風

柏
を
緑
あ
ふ
れ
る
街
に
│
│
。春
の
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
か
し
わ
＆
芝
桜
ま
つ
り
が
、

４
月
28
日
〜
５
月
１
日
の
四
日
間
、
松
葉
第
一
・
第
二
近
隣
公
園
と
マ
ル
エ
ツ
北

柏
店
前
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
28
日
に
は
、
植
木
や
花
の
販
売
、
苗
木
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
市
内
の
小
・
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

な
ど
が
あ
り
、
会
場
は
大
勢
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
に
参
加
し

た
か
た
は
、
慣
れ
な
い
手
付
き
な
が
ら
真
剣
な
顔

で
挑
戦
。
出
来
上
が
り
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
？

創始者のカーティス・スリワさん
（中央）を囲んで、日本の本部代表
の小田啓二さん（右端）と一緒に


